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矢作川圏域の水供給･水利用

 モデル水系の検討にあたり、水供給･水利用の概要･特徴を整理した。
 なお、矢作川水系から水供給がされている地域を矢作川圏域と呼称した。
• 矢作川の水は、矢作川圏域の生活･工業･農業用水として、流出量の約1/3(年間約6.7億m3)が高度に利用されている
• 矢作川圏域には、生活･工業用水として木曽川からの水供給も行われている

矢作川圏域の範囲・主な用水の取水位置と幹線水路
既得：1964(S39)年の河川法制定以前から取水の実態があり、歴史的･社会的に認められた水利権
新規：1964(S39)年の河川法制定以降に認められた水利権
自流取水：河川を流れる自然状態の流量から河川環境の保全等に必要な水量を残して取水すること
ダム補給：自流取水では取水量を満たせない場合に必要量をダムの貯水量を減らして増加放流すること
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岩津地点流出量 約13.7億m3

取水量 約 6.7億m3

既得 約2.8億m3

新規 約3.9億m3

自流取水 約5.5億m3

ダム補給水(矢作･羽布) 約1.2億m3

農業用水 約4.1億m3

工業用水 約1.4億m3

生活用水 約1.2億m3

水利権の分類(既得･新規)別

取水の分類(自流･ダム補給)別

用途の分類(農業･工業･生活)別

取
水
量
の
内
訳

岩津地点

※ 生活用水：水道用水のことを指
し、生活用のほか業務営業用、
工場用が含まれる。

(事務局調べ)

※
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愛知県営工業用水道 浄水場別供給区域
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矢作川圏域の工業用水

 工業用水の供給区域は、主に愛知県西三河地域及び知多地域等の13市4町(約240事業所)で、使用水量は13m3/s程度、製
造品出荷額は約30.5兆円と全国の1割余に達している。

 使用水量の7割余は愛知県営工業用水道で、その水源は矢作川に約4割、木曽川に約6割を依存している。
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製造品出荷額等
平成29年 工業統計確報

矢作川を水源に含む工業用水道の供給17市町※

30,5兆円 (全国計302.0兆円の約10.1％)

※ 名古屋市は港区と南区を対象に集計

2019(R1)/6時点(事務局調べ)



木曽川水系
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工業用水の供給系統

注) 供給区域や取水･導水･送水施設、浄水場は、以下の資料をもとに図化した。
可茂工業用水道事業管路図、愛知県営水道･工業用水道事業概要図、北勢水道事務所管内図、なごやの工業用水道、(独)水資源機構中部支社管内図、愛知用水リーフレット、木曽川用水リーフレット、三重用水リーフレット

図中の円グラフは工業用水の各市町村別用水量(m3/s)で、2009(H21)～2018(H30)年の年間用水量平均値を以下の資料から算出した。
岐阜県工業統計調査年報、愛知県工業統計調査年報、三重県工業統計調査年報
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